平成２７年度事業報告書

特定非営利活動法人再非行防止サポートセンター愛知
１　事業実施の概略

特定非営利活動法人再非行防止サポートセンター愛知は、非行少年、主に少年院出院者の再犯を少しでも減らし、周りにいるみんなの笑顔を増やすために、今までの経緯・経験を活かし、家族を含めた相談支援から再犯防止のための立ち直り支援を目的とし、次の事業を実施した。具体的には、本法人の定款第５条第１項第１号①逮捕された少年の付添人活動事業、②社会復帰する少年の日中生活支援事業、③非行に関する電話相談・個別相談事業、④再非行防止に関する勉強会・講演会事業を実施した。

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

①逮捕された少年の付添人活動事業
ア　付添支援事業

（ア）事業内容

逮捕された少年および、その保護者に対して「当事者許可付添人」支援を実施した。
（イ）開催日時
Ｈ２７年8月：2回、10月：1回、12月：3回、Ｈ２８年1月：１回、5月：2回、7月：２回
　　　    の計１１回

（ウ）費用

418,500円

（内訳）給与手当（付添人＠45,000×６回、＠22,500×１回、＠12,000×1回、＠15,000×1回、＠27,000×2回）　計11回で373,500円、旅費交通費　45,000円
（エ）収益

455,000円

（内訳）依頼料 (＠50,000円×７回、＠25,000×1回、＠30,000×2回、
＠20,000×1回)　計11回で455,000円
②社会復帰する少年の日中生活支援事業
ア　社会復帰支援事業

（ア）事業内容

少年院を退院した少年を対象に社会復帰支援「社会内サポート」「住まいのサポート」
を実施した。
（1） 開催日時
　　　「社会内サポート」合計５９人（月別延べ人数）
　　　(内訳)H２８年８月：４人、９月：２人、１０月：２人、１１月：１人、１２月：２人、

H28年１月４人、２月：４人、３月：５人、４月８人、５月：７人、６月：６人、７月：５人

合計：59人

「住まいのサポート（自立準備ホーム）」合計25人（月別延べ人数）

　(内訳)H27年12月～H２８年4月：2人×５か月＝10人、5月：4人、6月：６人、
7月：5人、合計：25人
（ウ）費用　
3,693,017円
（内訳）給与手当（「社会内サポート」59回分992,000円、「住まいのサポート」25人分550,000円）1,542,000円、賃借料919,824円、消耗品費1,158,193円、

水道光熱費73,000円
（エ）収益
　　 2,475,179円
（内訳）業務委託費1,295,179円　依頼料（延べ59回分）1,180,000円
③非行に関する電話相談・個別相談事業
ア　非行相談事業

（ア）事業内容

非行行動に悩む保護者および当事者の少年を対象に「保護者面談」「少年院面会」
　　　　　による相談支援を実施した。
（イ）開催日時
　　「保護者面談」合計33回
　　　(内訳)H27年8月：4回、9月：2回、10月：1回、11月：2回、12月：1回、H28年1月：1　

　　　回、2月:2回、3月：1回、4月：4回、5月：8回、6月：2回、7月:5回　合計33回

　　「少年院面会」合計115回

　　（内訳）H27年8月：13回、9月：7回、10月：3回、11月：6回、12月：5回、H28年1月：7

　　回、2月：10回、3月：12回、4月：16回、5月：13回、6月：9回、7月：14回
　　合計115回
　　
（ウ）費用
465,280円
（内訳）旅費交通費421,000円通信運搬費44,280円
（キ）収益39,200円
（内訳）依頼料39,200円
④再非行防止に関する勉強会・講演会事業
ア　勉強会・講演会事業

（ア）事業内容

再非行防止および社会復帰をテーマにした講演及び再非行防止に関する勉強会を実施した。
（イ）開催日時・場所等
　　　「講演会」合計４１件

（内訳）H27年8月31日早稲田大学、9月11日内閣府、10月29日岡山少年院、11月4日豊ヶ岡学園、H28年2月5日瀬戸少年院、5月25日羽島ロータリー、7月12日江南市役所ほか　合計41件

「CCNCstudyclub」勉強会　合計6回　
日本福祉大学スーパービジョン研究会共催

場所：日本福祉大学名古屋キャンパス　参加者：計215名
（内訳）

H27年8月23日　
（題名）「再非行から離れる人間関係
～実際に成功した地元での不良交友のよい断ち方～」

9月27日　
（題名）「再非行から離れる親子関係」

H28年4月２３日　
（題名）「出院からの就労について＆非行経験がある少年の自身の体験談
　　　　　～少年院から建設職人・親方になるまでのストーリー～」

5月28日　

（題名）「出院からの進学について＆非行経験がある少年の自身の体験談
～少年院から司法書士になるまでのストーリー～」

6月25日　

（題名）「暴力団・薬物・刺青について＆非行経験がある少年の自身の体験談
　　　　　暴力団離脱者の困難～体験談～社会はどう向き合うのか？」

7月23日

（題名）「会員限定の座談会」
（ウ）費用
1,088,976円
（内訳）給与手当918,196円（41回分）、旅費交通費170,780円
（キ）収益
1,191,882円
（内訳）講演依頼41件計1,186,882円、雑収入5,000円
